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薬
剤
耐
性
や
副
作
用
の
出
現

は
あ
る
も
の
の
マ
ク
ロ
ラ
イ

ド
系
抗
菌
薬
の
安
全
性
・
有

用
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
マ
ク

ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
の
う

ち
、
特
に
商
品
名
ア
ジ
ス
ロ

マ
イ
シ
ン
・
ケ
テ
ッ
ク
は
、

広
範
囲
の
口
腔
細
菌
に
対
し

て
強
力
な
抗
菌
作
用
、
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の
食
細
胞

内
に
取
り
込
ま
れ
て
、
炎
症

組
織
に
お
い
て
長
時
間
に
わ

た
っ
て
放
出
さ
れ
る
こ
と
、

さ
ら
に
緑
膿
菌
の
抗
菌
作
用

は
な
い
が
、
そ
の
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
形
成
抑
制
、
細
菌
付

着
抑
制
な
ど
の
薬
理
効
果
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。
一
方
、
歯
周
治
療
の
第

一
選
択
は
薬
で
な
い
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
歯

周
治
療
の
成
功
の
鍵
は
、
患

者
と
共
同
し
て
行
わ
れ
る
歯

療
の
崩
壊
を
誘
う
も
の
だ
」

と
す
る
王
氏
の
考
え
に
、
会

員
の
多
く
が
共
感
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

講
演
で
は
、
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
の
概
念
、
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
の
う
蝕
・
歯
周
病
に
及

ぼ
す
病
因
性
、
口
腔
内
科
学

的
考
え
の
歯
周
治
療
へ
の
全

身
的
な
薬
物
療
法
、
マ
ク
ロ

ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
の
特
徴
な

ど
を
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
い
て
平

易
に
解
説
さ
れ
た
。
堅
固
な

城
砦
の
よ
う
な
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
に
は
一
般
の
「
魔
法
の

弾
丸
」
は
効
果
が
な
い
が
、

ホ
ー
ル
で
開
き
、
歯
科
医
師

ら
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
王
宝
禮
氏
（
松
本

歯
科
大
学
歯
科
薬
理
学
講
座

・
大
学
院
口
腔
内
科
学
教

授
）。

　

王
氏
は
多
数
の
協
会
の
講

演
の
講
師
や
、
９
月
の
保
団

連
主
催
の
「
第
２
回
歯
科
混

合
診
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を

務
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
背

景
に
、「
国
民
皆
保
険
制
度

は
国
の
宝
で
、
現
行
の
『
混

合
診
療
』
の
拡
大
は
、
国
民

皆
保
険
の
理
念
を
失
い
、
医

防
が
期
待
で
き
る
と
展
望
が

語
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
臨

床
医
が
、
歯
周
治
療
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
大
学
教
育
へ

の
要
望
、
関
連
学
会
へ
の
要

請
が
大
事
で
あ
る
と
激
励
さ

れ
た
。（
堺
市
・
山
上
紘
志
）

な
い
。
近
未
来
に
必
要
な
検

査（
遺
伝
子
診
断
、生
化
学
的

・
細
菌
学
的
検
査
）
が
導
入

さ
れ
、
歯
周
病
の
発
症
と
病

態
が
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
さ

れ
て
い
く
な
か
で
、
内
科
的

な
投
薬
に
よ
っ
て
治
療
、
予

周
基
本
治
療
で
あ
り
、
治
療

の
第
一
選
択
は
薬
物
投
与
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

臨
床
の
現
場
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
で
、
医
科
と
比

べ
て
歯
科
で
は
検
査
や
薬
物

療
法
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い

が
、
年
末
か
ら
年
明
け
に
か

け
て
地
区
組
織
が
開
く
会
員

勉
強
会
を
通
じ
て
情
報
を
伝

え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

地
方
議
会
に
は
「
保
険
で

よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
も

と
め
る
意
見
書
」、「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
の
中
止

・
撤
回
を
も
と
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
引
き
続
き
働

き
掛
け
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を
も

と
め
る
取
り
組
み
で
は
、
年

明
け
の
通
常
国
会
に
向
け
て

請
願
署
名
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
た
。

　

地
方
自
治
体
に
向
け
て

は
、
新
し
く
大
阪
市
長
に
な

っ
た
平
松
邦
夫
氏
が
選
挙
を

通
じ
て
こ
ど
も
医
療
費
助
成

を
義
務
教
育
終
了
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
国
保
減
免

制
度
の
拡
充
を
約
束
し
て
お

り
、
公
約
の
実
現
を
求
め
て

働
き
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

大
阪
府
知
事
選
挙
を
め
ぐ

っ
て
は
「
政
治
と
金
」
問
題

な
ど
か
ら
太
田
房
江
知
事
が

不
出
馬
を
表
明
、
立
候
補
を

表
明
し
て
い
る「
明
る
い
会
」

の
梅
田
章
二
氏
の
「
無
駄
遣

い
も
不
正
も
な
く
し
、
福
祉

都
市
大
阪
を
つ
く
る
」
と
す

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
府
政
の

争
点
を
協
会
機
関
紙
な
ど
で

取
り
上
げ
て
い
く
。

内
閣
府
・
厚
労
省
・
財
務
省

・
与
党
幹
部
・
自
民
党
本
部

・
公
明
党
本
部
に
要
請
す

る
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
、
中
医
協
総
会
が
「
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
行
う
状
況
に
は

な
い
」
と
す
る
厚
労
大
臣
へ

の
意
見
書
を
ま
と
め
た
り
、

自
民
党
の
社
会
保
障
制
度
調

査
会
の
医
療
委
員
会
と
厚
生

労
働
部
会
が
プ
ラ
ス
改
定
を

求
め
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な

い
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
、
理
事
会
で
は
、
患
者

署
名
や
院
長
署
名
を
も
と
に

し
た
粘
り
強
い
要
請
行
動
が

中
医
協
や
与
党
国
会
議
員
ら

を
動
か
し
、「
歯
科
医
療
崩

壊
」
を
止
め
る
動
き
に
な
っ

た
と
評
価
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
保
障
費
を

２
２
０
０
億
円
削
減
す
る
予

算
編
成
の
基
本
方
針
は
生
き

て
お
り
、
財
務
省
か
ら
は
診

療
報
酬
抑
制
の
強
い
圧
力
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
の
団

体
署
名
や
要
請
行
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。
改
定
の

動
き
は
協
会
機
関
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
報
じ
て
い
る

　

第
９
回
理
事
会
を
12
月
８

日
に
開
き
、
診
療
報
酬
引
き

上
げ
を
求
め
る
緊
急
要
請
書

を
福
田
首
相
は
じ
め
与
党
幹

部
、
大
阪
選
出
の
与
党
国
会

議
員
、
中
医
協
委
員
ら
に
出

す
こ
と
を
決
め
た
。
12
月
13

日
に
、「
医
療
崩
壊
を
く
い

止
め
る
た
め
に
診
療
報
酬
の

プ
ラ
ス
改
定
を
」
求
め
て
、

（
今
回
の
要
請
先
）

衆
議
院
：
大
塚
高
司
議
員
、

岡
下
信
子
議
員
、
川
条
志
嘉

議
員
、
谷
畑
孝
議
員
、
中
馬

弘
毅
議
員
、
中
山
太
郎
議

員
、
中
山
泰
秀
議
員
、
原
田

憲
治
議
員
、
松
浪
健
太
議

員
、
柳
本
卓
治
議
員
、
矢
野

隆
司
議
員
、（
共
に
自
民
）、

佐
藤
茂
樹
議
員
、
田
端
正
広

議
員
（
共
に
公
明
）、
石
井

郁
子
議
員
（
共
産
）
の
各
秘

書
。

参
議
院
：
北
川
イ
ッ
セ
イ
議

員
、
谷
川
秀
善
議
員
（
共
に

自
民
）、
白
浜
一
良
議
員
、

山
下
栄
一
議
員
（
共
に
公

明
）、
梅
村
聡
議
員
（
民

主
）
の
各
秘
書
、
山
下
よ
し

き
議
員
（
共
産
）
本
人
。

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
「
歯
周
病
薬
物
療

法
の
実
際
～
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
を
知
り
、
新
し
い
治
療
法

を
～
」
と
題
し
て
生
涯
研
修

講
座
を
12
月
９
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
を
解
説

細
菌
付
着
抑
制
な
ど
の
薬
理
効
果

12月度生涯研

第９回理事会

プ
ラ
ス
改
定
に
向
け

国
会
要
請
な
ど
確
認

内科的な投薬による治療の展望を話す
王氏＝12月９日、Ｍ＆Ｄホール

　

大
阪
歯
科
の
要
請
団
は
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
と

り
わ
け
与
党
議
員
を
中
心
に

要
請
。
自
民
13
人
、
公
明
４

人
、
民
主
１
人
、
共
産
２
人

の
議
員
室
を
訪
問
し
た
。

　

古
田
監
事
は
、「
低
す
ぎ

る
診
療
報
酬
の
た
め
、
若
い

先
生
や
ス
タ
ッ
フ
、
技
工
士

は
将
来
の
歯
科
界
に
何
の
希

望
も
持
て
な
い
」、
宮
本
監

事
は
「
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
断
固
反
対
、
私
の

よ
う
に
対
応
で
き
な
い
医
療

機
関
は
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
歯
科
現
場
の
実
状

を
訴
え
た
。

　

面
談
し
た
山
下
よ
し
き
議

員
（
共
産
）
は
、「
歯
科
の

現
状
は
私
も
聞
い
て
い
る
。

先
進
国
の
中
で
補
綴
ま
で
給

付
し
て
い
る
の
は
日
本
だ

け
。
不
十
分
で
は
あ
る
が
、

こ
の
点
は
評
価
で
き
る
。
今

も
展
開
し
て
ほ
し
い
。
国
民

に
運
動
が
広
が
れ
ば
参
院
選

と
同
様
に
総
選
挙
で
も
与
野

党
逆
転
が
起
き
る
。
参
院
選

後
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
が
改
正
さ
れ
た
よ
う
に
、

総
選
挙
で
も
大
き
な
変
化
が

起
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
保
険
医
協
会
と
共
に
要

求
実
現
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
」
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
述
べ
た
。

　

梅
村
聡
議
員
（
民
主
）
の

秘
書
は
、「
歯
科
分
野
は
、

経
済
成
長
が
上
向
き
だ
っ
た

時
代
か
ら
抑
え
ら
れ
て
き

た
。
歯
科
の
窮
状
は
承
知
し

て
い
る
。
改
善
を
求
め
て
い

き
た
い
」
と
回
答
し
た
の
を

は
じ
め
、
多
く
の
議
員
秘
書

が
お
お
む
ね
前
向
き
な
対
応

だ
っ
た
。

　

石
井
郁
子
衆
議
院
議
員

（
共
産
）
を
紹
介
議
員
に
し

て
、
患
者
署
名
２
８
６
筆
を

提
出
し
た
。

日
の
先
生
方
の
話
で
は
、
歯

科
の
治
療
は
観
血
処
置
が
ほ

と
ん
ど
で
、
当
然
麻
酔
が
必

要
に
な
る
。
医
科
の
場
合
は

専
門
医
が
い
る
が
、
歯
科
の

場
合
は
歯
科
医
師
が
麻
酔
も

治
療
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
老
人
は
合
併
症
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
麻
酔

が
命
取
り
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
歯
科
医
師
に
は
そ
う
い

う
リ
ス
ク
が
あ
る
の
に
、
診

療
報
酬
で
き
ち
ん
と
評
価
す

べ
き
で
あ
る
」と
強
調
し
た
。

　

ま
た
同
氏
は
、「
後
期
高

齢
者
制
度
は
現
状
に
輪
を
か

け
た
差
別
制
度
で
あ
り
、
こ

の
制
度
を
国
民
は
ま
だ
知
ら

な
い
人
が
多
く
、
こ
の
酷
い

制
度
内
容
を
知
れ
ば
国
民
大

運
動
に
発
展
す
る
。
そ
れ
に

あ
わ
せ
て
歯
科
独
自
の
運
動

　

診
療
報
酬
改
定
枠
の
決
定
を
間
近
に
し
た
12
月
13
日
、
協

会
・
保
団
連
は
医
療
・
歯
科
医
療
の
崩
壊
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
に

は
、過
去
３
回
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
分
を
補
填
す
る
７
・
25
％

の
引
き
上
げ
が
必
要
な
こ
と
、
わ
ず
か
し
か
算
定
さ
れ
て
い

な
い
歯
科
疾
患
総
合
指
導
料
を
柱
と
す
る
安
上
が
り
の
長
期

管
理
体
系
を
や
め
る
こ
と
、
自
主
共
済
の
新
保
険
業
法
か
ら

の
適
用
除
外
・
経
過
措
置
期
間
の
延
長
な
ど
を
求
め
、
内
閣

府
・
厚
労
省
・
財
務
省
・
国
会
議
員
ら
に
要
請
し
た
。大
阪
歯
科

か
ら
、古
田
光
行
・
宮
本
辰
雄
両
監
事
ら
５
人
が
参
加
し
た
。

医
療
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
も
と
め

診
療
報
酬・自
主
共
済
で
緊
急
要
請

山下参議院議員（中央）に要請する古田監事
（右）と宮本監事（左）＝12月13日、参議院会
館内　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆「
診
療
報
酬
引
き
上
げ 

患
者
負
担
軽
減
」
を
求
め
る
署
名
（
会
員
用
）

◆「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
」
を
求
め
る
署
名
（
患
者
用
）

※
右
記
署
名
は
年
内
で
締
め
切
り
ま
す
。
お
手
元
に
あ
り
ま
し
た

ら
、
協
会
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


